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申
京
工
業
地
帯
と
工
業
用
地
問
題
山

　
　
　
　
昭
和
三
〇
年
代
前
半
期
に
お
け
る
工
業
用
地
造
成
計
画
を
め
ぐ
る
諸
問
題

杉
　
野

囲
　
　
明

は
　
じ
　
め
　
に

　
わ
れ
わ
れ
が
、
こ
こ
で
分
析
対
象
と
し
て
い
る
中
京
工
業
地
帯
と
は
、
愛
知
県
の
臨
海
工
業
地
帯
と
い
う
極
め
て
狭
い
規
定
に
も

と
づ
い
た
も
の
で
あ
る
。

　
も
と
も
と
中
京
工
業
地
帯
と
い
う
の
は
、
　
「
一
般
的
に
愛
知
県
、
三
重
県
、
岐
阜
県
に
ま
た
が
る
地
域
を
指
し
て
い
る
。
ま
た
名

古
屋
、
桑
名
、
四
日
市
な
ど
臨
海
工
業
地
帯
だ
け
を
と
一
て
伊
勢
湾
工
業
地
帯
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
ぎ
と
い
う
こ
と
に
な
一
て
い

る
の
で
、
愛
知
県
の
臨
海
部
だ
け
を
と
り
だ
し
て
、
こ
れ
を
中
京
工
業
地
帯
と
す
る
こ
と
は
や
や
困
難
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
・

あ
え
て
こ
れ
を
中
京
工
業
地
帯
と
し
た
の
は
次
の
よ
う
な
理
由
か
ら
で
あ
る
。

　
い
う
ま
で
も
な
く
、
中
京
工
業
地
帯
に
は
、
戦
前
か
ら
の
瀬
戸
焼
、
美
濃
焼
、
万
古
焼
（
四
目
市
）
な
ど
の
陶
磁
器
業
を
は
じ

め
、
か
つ
て
の
中
京
工
業
地
帯
を
代
表
し
た
尾
西
の
紡
績
・
繊
維
産
業
が
あ
り
、
さ
ら
に
は
紡
織
機
を
は
じ
め
と
す
る
機
械
工
業

お
よ
び
豊
田
の
自
動
車
工
業
が
あ
る
が
、
そ
の
多
く
は
消
費
財
を
中
心
と
し
た
内
陸
型
の
軽
工
業
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
昭
和
三
〇



年
代
の
中
頃
か
ら
は
じ
ま
る
高
度
経
済
成
長
を
担
一
た
も
の
は
、
鉄
鋼
、
石
油
精
製
、
石
油
化
学
な
ど
の
臨
海
性
工
業
で
あ
つ
た
。

中
京
工
業
地
帯
を
こ
の
高
度
経
済
成
長
と
関
連
さ
甚
が
ら
、
そ
の
工
業
立
地
の
実
状
と
そ
の
問
題
点
竈
ら
か
に
し
よ
う
と
す
れ

ぽ
・
こ
の
時
期
に
臨
海
性
の
重
化
学
工
業
化
差
一
速
に
お
し
す
す
め
た
愛
知
県
の
名
古
屋
市
南
部
地
区
、
衣
浦
地
区
、
東
三
河
地
区
、

と
り
わ
け
中
京
工
業
地
帯
を
軽
工
業
地
帯
か
ら
重
化
学
工
業
地
帯
へ
と
質
的
に
転
換
さ
せ
る
地
盤
と
な
つ
た
名
古
屋
市
南
部
地
区
に

こ
そ
焦
点
を
置
か
ね
ぼ
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

本
稿
で
は
・
高
度
経
済
成
長
期
に
お
い
て
中
京
工
業
地
帯
の
質
的
転
換
と
そ
の
発
展
を
担
つ
た
名
古
屋
臨
海
工
業
地
区
を
対
象
と

し
て
と
り
あ
げ
一
そ
の
重
化
学
工
業
化
と
関
連
さ
せ
た
が
ら
工
業
団
地
の
造
成
・
取
得
に
関
す
る
諸
問
題
を
究
明
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。
名
古
屋
市
南
部
臨
海
地
帯
だ
け
で
も
っ
て
中
京
工
業
地
帯
と
す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
難
点
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

あ
え
て
そ
の
よ
う
な
表
題
に
し
た
の
は
前
述
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
で
あ
る
。

　
な
お
紙
数
の
関
係
で
（
上
）
は
、
昭
和
三
〇
年
代
前
半
期
に
お
け
る
工
業
用
地
造
成
計
画
に
関
連
し
て
問
題
点
を
整
理
し
た
。

（
下
）
に
っ
い
て
は
・
高
度
経
済
成
長
期
に
お
け
る
工
業
用
地
造
成
・
取
得
に
関
す
る
諸
問
題
を
と
り
あ
っ
か
う
こ
と
を
予
定
し
て

い
る
。

　
　
（
１
）
　
山
本
正
雄
編
『
目
本
の
工
業
地
帯
』
、
岩
波
新
書
、
昭
和
三
四
年
、
一
〇
三
ぺ
－
ジ
。

　
　
　
　
い

わ
れ
わ
れ
は
ま
ず
、
高
度
経
済
成
長
期
以
前
の
中
部
工
業
地
帯
、
と
り
わ
け
名
古
屋
を
中
心
と
し
た
愛
知
県
の
工
業
用
地
問
題
に

つ
い
て
、
そ
の
概
略
を
み
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

　
　
　
中
京
工
業
地
帯
と
工
業
用
地
間
題
（
上
）
（
杉
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
五
（
八
五
一
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
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五
号
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一
五
六
（
八
五
二
）

　
昭
和
三
〇
年
現
在
で
は
、
　
「
愛
知
県
で
は
工
場
敷
地
と
し
て
一
、
一
八
三
万
坪
が
使
わ
れ
、
六
二
二
万
坪
が
工
場
誘
致
の
敷
地

（
臨
海
塊
立
地
を
除
く
Ｊ
と
し
て
予
定
さ
れ
て
い
る
。
内
陸
部
で
は
立
地
条
件
と
し
て
比
較
的
融
彫
性
に
富
む
機
械
器
具
・
繊
維
関
係

の
工
業
が
犬
象
と
な
る
が
、
大
規
模
た
計
画
的
な
工
業
用
地
と
す
る
に
は
土
地
の
ま
と
ま
り
方
、
所
有
関
係
、
入
手
価
格
、
宅
地
の

進
出
な
ど
の
点
で
困
難
な
票
多
い
。
そ
こ
で
問
題
は
今
後
海
面
の
埋
立
が
ど
の
程
度
可
能
か
ど
う
か
に
か
か
一
て
く
竺
と
さ

れ
て
い
る
。
っ
ま
り
こ
こ
で
は
、
新
規
大
規
模
工
業
用
地
が
名
古
屋
を
含
め
て
既
存
の
大
工
業
地
帯
内
部
で
は
き
わ
め
て
困
難
で
あ

る
と
い
う
こ
と
と
、
こ
の
困
難
が
ま
と
ま
っ
た
広
大
な
用
地
の
欠
除
、
所
有
関
係
の
複
雑
さ
、
用
地
価
格
の
高
騰
、
宅
地
化
の
進
展

に
よ
る
苦
情
た
ど
に
起
因
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
い
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
い
く
っ
か
の
困
難
を
排
除
し
っ
っ
大
規

模
工
業
用
地
を
確
保
し
よ
う
と
思
え
ば
、
っ
ま
る
と
こ
ろ
海
面
埋
立
に
よ
る
用
地
造
成
と
い
う
形
態
を
と
ら
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

　
さ
て
、
昭
和
三
〇
年
段
階
に
お
げ
る
中
京
工
業
地
帯
の
埋
立
計
画
と
し
て
「
科
学
技
術
庁
計
画
案
」
な
る
も
の
が
あ
り
、
さ
ら
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
愛
知
県
に
よ
っ
て
付
加
さ
れ
た
部
分
も
あ
わ
せ
た
も
の
と
し
て
、
表
１
の
よ
う
な
案

画
）
計
階
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
剃
　
　
枇
　
　
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

立
段
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
　
加

埋
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
業
　
　
け

の
３
０
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
　
　
っ
　
　
　
こ
の
計
画
案
に
対
し
、
さ
き
の
『
目
本
の
工
業
地
帯
」
で
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
。
　
が

帯
和
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
ジ
案
県

地
昭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目
一
画
知
　
　
ら
れ
て
い
る
。

業
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｒ
ぺ
計
愛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
編
３
２
庁
は

虹
　
　
　
　
雌
ユ
鵠
。
　
「
愛
知
、
三
重
、
岐
阜
三
県
を
含
む
中
京
工
業
地
帯
に
は
、
現
在
一
五
〇
〇
万
坪

中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
払
学
ツ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
Ｓ
科
ヵ
も
　
　
に
近
い
埋
立
計
画
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
名
古
屋
西
部
は
地
質
が
軟
弱
で
地
盤
沈
下
の

１
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

表
　
　
　
　
注
。
　
現
象
も
膏
、
殊
に
背
後
地
は
低
湿
な
水
田
地
帯
で
あ
る
た
め
に
・
工
業
地
と
す
る

坪
万
　
　
）
）
２
０
０
０
０
０
２
Ｌ
８
一
８
・
２
一
９
・
２
３
３
０
３
５
　
５
４
３
（
１
　
　
　
　
　
（

膿
驚

計
合



に
は
多
少
問
題
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
名
古
屋
南
部
は
名
古
屋
港
に
接
続
し
、
地
鷺
よ
く
、
凌
漢
の
条
件
も
よ
く
、
背
後
地
が

洪
驚
の
丘
陵
地
で
住
宅
地
に
蓋
し
て
い
る
か
ら
、
極
め
て
有
望
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
地
区
の
埋
立
だ
げ
で
も
、
京
確
区

の
効
果
的
埋
立
地
（
三
七
〇
万
坪
）
よ
り
広
く
、
阪
神
の
埋
立
予
定
地
（
一
一
八
万
坪
）
の
四
倍
に
。
近
い
面
積
を
も
つ
て
い
る
。
」

　
こ
の
よ
う
な
広
大
た
臨
海
埋
立
工
業
地
帯
の
形
成
と
い
う
こ
と
を
展
望
し
っ
つ
も
、
な
お
当
時
の
愛
知
県
に
お
げ
る
工
業
用
地
の

造
成
状
況
は
次
の
よ
う
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
「
昭
和
二
八
年
か
ら
昭
和
三
年
度
ま
で
の
一
工
業
用
地
造
成
は
一
－
約
一
〇
〇
万
坪
に
達
し
て
盲
、
こ
れ
を
年
度
別
に
見
る

と
昭
和
二
八
年
度
三
六
孝
昭
和
二
九
年
度
五
・
六
％
、
昭
和
三
〇
年
度
一
五
．
八
％
、
昭
和
三
一
年
度
四
四
．
六
を
な
つ
て
い

る
・
こ
の
う
ち
埋
立
造
成
は
・
名
古
屋
臨
海
工
業
地
帯
の
九
六
千
坪
が
主
た
る
も
の
で
あ
り
、
内
陸
部
に
っ
い
て
は
、
農
地
転
用
及

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

び
旧
軍
用
地
跡
利
用
が
相
半
ぼ
し
て
い
る
。
」

こ
の
文
章
か
ら
真
か
る
よ
乏
、
愛
知
県
に
淳
る
埋
立
に
よ
る
工
業
用
地
の
造
成
は
昭
和
三
〇
年
頃
で
は
、
工
業
用
地
全
造

成
面
積
の
お
よ
そ
一
割
程
度
の
も
の
で
し
か
集
一
た
。
ま
た
こ
の
文
章
は
、
愛
知
県
に
淳
る
戦
後
の
工
業
立
地
が
農
地
転
用
と

旧
軍
用
地
の
利
用
に
よ
一
て
お
こ
箕
れ
た
こ
と
を
示
す
と
同
時
に
、
広
大
な
臨
海
工
業
用
地
の
造
成
嬉
和
三
〇
年
頃
ま
で
さ
ほ

ど
必
要
で
窪
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
物
語
一
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
中
京
地
匿
淳
る
昭
和
三
四
年
ま
で
の
工
業
立
地
状
況
を

示
す
と
表
２
の
よ
う
に
な
る
。

だ
が
・
「
工
業
用
地
に
は
凄
ど
困
ら
な
い
一
と
い
う
中
一
墨
区
の
事
情
高
和
三
〇
年
以
降
は
次
第
に
変
化
し
は
じ
め
る
。
そ

う
し
た
状
況
；
い
て
は
・
多
く
の
資
料
に
よ
一
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
以
下
、
そ
れ
ら
が
発
表
さ
れ
た
年
次
の
順
序
で
、

一
中
部
経
済
五
ケ
年
計
画
一
一
昭
和
三
二
年
三
月
一
、
一
名
古
屋
市
将
来
計
画
要
綱
一
一
昭
型
一
三
年
九
月
一
、
憂
知
県
地
方
計
画
一
一
昭
和

　
　
　
　
中
京
工
業
地
帯
と
工
業
用
地
問
題
一
上
一
一
杉
野
一
　
　
　
　
　
　
王
七
一
会
三
一
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三
三
年
一
二
月
一
・
一
中
京
工
業
圏
確
立
に
関
す
る
勧
告
一
一
昭
和
三
四
年
九
月
一
が
工
業
用
地
間
題
に
ど
う
一
一
一
一
口
及
し
て
い
る
か
を
み
て
い

く
こ
と
に
す
る
。

中
部
経
済
連
合
会
は
・
こ
れ
ま
で
「
中
部
経
済
発
展
上
の
隆
路
と
な
つ
て
い
た
諾
問
題
、
例
え
ぼ
電
源
緊
急
開
発
一
昭
和
三
一
年
一
、

伊
勢
湾
総
合
整
備
一
昭
和
二
八
年
一
、
テ
レ
ピ
ジ
ヨ
一
放
送
免
許
（
昭
和
二
九
年
）
、
四
日
市
旧
海
軍
燃
料
珊
活
用
と
四
目
市
総
合
化

学
工
業
地
帯
の
整
備
拡
充
一
昭
和
三
・
年
一
、
名
四
国
道
の
建
設
一
昭
和
三
年
一
等
の
解
決
に
努
め
て
来
た
一
の
で
あ
る
が
、
昭
和
三

二
年
三
是
は
・
昭
和
三
一
年
か
ら
一
一
一
五
年
に
い
た
る
一
中
部
経
済
五
ケ
年
計
画
一
を
発
表
し
、
工
業
振
興
政
策
お
よ
び
そ
れ
と
の

関
連
で
工
業
立
地
間
題
に
っ
い
て
次
の
よ
う
藍
起
を
行
一
て
い
る
。
い
う
ま
で
差
い
こ
と
で
あ
る
が
、
工
業
立
地
や
工
業
用
地

に
関
す
る
諸
問
題
は
・
現
実
の
経
済
動
向
を
抜
き
に
し
て
は
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
や
や
煩
雑
に
な
る
が
、
こ
れ
を
讐

に
、
中
京
工
業
地
帯
を
め
ぐ
る
経
済
動
向
に
つ
い
て
み
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

こ
の
一
中
部
経
済
五
ケ
年
計
画
一
で
は
、
鉱
工
業
生
産
に
つ
い
て
基
準
年
か
ら
目
標
年
次
の
昭
和
三
五
年
ま
で
に
全
体
で
、
一
七

妻
増
袈
見
込
ん
で
盲
・
そ
の
内
容
に
っ
い
て
は
「
紡
織
業
竺
五
〇
乏
増
加
す
る
の
に
対
し
、
石
油
お
よ
び
石
炭
製
品

製
造
業
は
三
六
三
乏
・
第
一
次
金
属
製
造
業
は
一
八
四
乏
増
加
す
る
。
こ
の
た
め
紡
織
業
の
生
産
高
が
、
全
産
業
の
生
産
高
中

に
首
釘
占
め
る
こ
と
は
今
後
垂
り
窪
い
が
、
業
種
別
構
造
比
率
と
し
て
は
、
や
や
低
下
し
、
重
化
学
工
業
の
構
成
比
率
は

　
　
　
　
　
（
５
）

や
や
上
昇
す
る
。
」
と
い
う
具
合
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
貿
易
関
係
で
竺
四
妾
の
増
加
し
か
見
込
ま
れ
て
い
な
い
が
、
「
輸
出
品
中
現
在
も
今
後
も
、
そ
の
金
額
隻
い
て
主
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

孟
隻
し
め
る
も
の
は
非
金
属
鉱
物
製
品
一
陶
磁
器
、
板
ガ
ラ
ス
等
一
お
よ
び
機
械
類
一
、
そ
の
次
に
繊
維
お
よ
び
同
製
品
と
な
り

こ
れ
ら
中
京
工
業
地
婁
代
表
す
る
三
業
種
で
昭
和
三
〇
年
匡
七
三
・
二
髪
し
め
て
い
た
も
の
が
、
昭
和
三
五
年
に
は
七
七
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
九
（
八
五
五
）

　
　
　
　
中
京
工
業
地
帯
と
工
業
用
地
問
題
（
上
）
（
杉
野
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
一
第
二
十
九
巻
．
第
五
号
一
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
〇
一
八
至
一
一

　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

　
二
劣
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
ま
た
「
輸
入
品
中
そ
の
首
隻
占
め
る
も
の
は
繊
維
原
料
で
あ
り
、
食
蟹
産
物
が
こ
れ
に
次
ぐ
。
し
か
し
・
と
乏
今
後
の
増

加
は
比
較
的
少
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
鉱
物
性
燃
料
一
石
油
等
一
お
よ
び
金
属
鉱
石
お
よ
び
哀
一
哀
鉄
等
一
の
増
加
は
著
し
く
・

三
〇
年
に
対
し
、
三
五
年
は
そ
れ
ぞ
れ
空
嬰
、
二
五
七
乏
増
加
す
る
と
予
想
さ
れ
ぎ
一
傍
点
は
原
文
の
も
の
一
と
い
わ
れ
て

い
る
。
と
は
い
え
、
繊
維
原
料
が
し
め
る
比
重
は
六
菱
と
圧
倒
的
に
大
き
く
、
食
料
農
産
物
を
加
え
る
と
・
昭
和
三
五
年
の
輸
入

品
比
重
で
、
七
九
・
四
劣
と
い
う
高
い
数
字
に
達
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
柵
～

以
上
の
工
業
生
産
お
よ
び
貿
易
高
に
か
ん
す
る
業
種
別
比
率
の
動
向
か
ら
み
て
、
大
雑
把
で
は
あ
る
が
・
中
部
三
県
の
工
業
発
展

が
ど
の
よ
う
に
見
通
さ
れ
て
い
た
か
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
工
業
振
興
に
対
応
す
べ
き
立
地
条
件
と
し
て
は
・
以
下
の
よ

う
な
見
通
し
と
問
題
点
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。

一
ネ
ル
ギ
ー
資
源
に
つ
い
て
は
、
二
一
八
を
鉱
工
業
生
産
の
増
袈
と
ほ
ぼ
同
じ
増
加
率
を
見
込
み
・
「
最
近
の
一
ネ
ル
ギ
ー

資
源
に
対
す
る
需
要
増
加
は
著
し
い
も
の
が
あ
り
、
特
に
電
力
の
そ
れ
は
そ
の
不
足
気
味
が
生
産
の
ふ
い
路
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
に

顕
著
で
あ
る
。
こ
の
傾
向
は
電
力
以
下
の
一
ネ
ル
ギ
ー
資
源
に
比
較
的
恵
ま
れ
な
い
当
地
区
の
地
理
的
条
件
に
よ
一
て
今
後
春
然

と
し
て
継
続
す
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。
特
に
将
来
化
学
工
業
の
生
産
上
昇
が
大
き
く
見
込
ま
れ
る
た
め
・
消
費
は
扇
大
巾
に
増

加
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
た
め
製
造
工
業
の
電
力
需
要
は
自
家
発
電
自
家
消
費
喜
め
て
、
三
五
年
は
約
五
九
億
Ｋ
Ｗ
Ｈ
に
上
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
０
）

予
想
さ
れ
、
三
〇
年
基
準
の
比
率
は
二
〇
五
劣
・
－
…
と
な
る
。
」
と
し
て
い
る
。

電
力
に
対
し
て
、
石
炭
は
産
炭
地
か
ら
遠
い
こ
と
も
あ
つ
て
一
五
二
％
、
重
油
に
っ
い
て
は
重
油
ボ
イ
ラ
ー
設
置
制
限
規
制
の
存

在
に
よ
つ
て
余
り
４
く
期
待
し
て
お
ら
ず
、
僅
か
に
公
用
、
発
電
用
の
需
要
を
考
え
て
一
五
〇
髪
増
袈
見
込
ん
で
い
（
糾
）
・



そ
の
次
匡
工
業
立
地
条
件
の
；
と
し
て
「
設
備
資
金
一
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
が
、
「
過
去
の
実
績
か
ら
推
計
し
て
、
三
、

九
六
八
億
睡
を
必
要
と
し
・
そ
の
さ
い
の
「
供
給
額
の
外
部
資
金
は
払
込
資
本
金
、
事
業
債
、
一
般
預
金
一
た
だ
し
設
備
資
金
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
３
）

て
使
用
可
能
額
一
・
金
融
債
・
財
政
資
金
一
た
だ
し
民
間
額
一
の
増
加
額
の
合
計
一
で
あ
る
と
し
象
ら
も
、
資
金
の
供
給
額
を
予
想
す

る
こ
と
は
困
難
と
さ
れ
て
い
る
。

続
い
て
輸
送
条
件
に
っ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
三
五
年
ま
で
医
上
輸
送
竺
八
○
％
、
海
上
輸
送
は
二
一
六
％
の
増
袈
見

込
ん
で
い
聖
と
こ
ろ
で
こ
れ
を
内
容
的
隻
る
と
、
鉄
道
は
一
三
菱
、
ト
ラ
ツ
ク
が
二
〇
〇
を
な
つ
て
、
ト
ラ
ツ
ク
輸
送
の

大
巾
増
加
を
見
込
ん
で
い
埜
港
蓬
物
取
扱
量
に
っ
い
て
は
二
一
六
％
に
増
加
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
現

在
の
港
湾
施
設
等
の
制
約
を
受
け
て
、
貿
易
の
予
想
が
低
是
抑
え
ら
れ
て
い
る
た
め
で
、
こ
の
意
味
か
ら
轟
湾
整
備
を
急
ぐ
こ

と
の
必
要
が
一
層
痛
感
さ
れ
る
。
」
と
問
題
を
残
し
て
い
る
。

　
　
「
建
設
一
の
部
で
は
・
鉄
道
一
国
鉄
、
名
鉄
、
近
鉄
一
の
新
設
、
改
良
が
い
わ
れ
、
港
湾
に
っ
い
て
は
、
名
古
屋
港
と
四
日
市
港
が
、

道
路
で
は
名
神
国
道
・
名
四
国
道
お
よ
び
国
道
一
九
号
線
一
名
古
屋
－
長
野
一
、
一
蓋
号
線
一
名
古
屋
－
富
山
一
の
改
修
が
と
り
あ
げ

ら
れ
て
い
る
。

わ
れ
わ
れ
が
本
稿
で
問
題
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
工
業
用
地
に
っ
い
て
は
、
臨
海
工
業
地
帯
と
し
て
、
名
古
屋
港
に
お
け
る
九
号

地
の
拡
張
・
荒
子
川
地
区
運
河
開
さ
く
お
よ
び
土
地
区
画
整
理
が
、
そ
し
て
四
目
市
港
で
は
北
都
臨
海
工
業
用
地
の
造
成
、
日
永
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
７
）

区
工
業
地
帯
の
造
成
が
い
わ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
１
８
一

ま
た
工
業
用
水
と
し
て
は
、
愛
知
用
水
、
四
日
市
工
業
用
水
、
三
重
用
水
、
濃
尾
用
水
の
建
設
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

最
後
に
中
小
企
業
と
い
う
項
目
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
中
小
企
業
振
興
に
関
し
た
も
の
で
あ
り
、
主
体
性
の
確
立
に
よ
る
大
企
業
と

　
　
　
　
中
京
工
業
地
帯
と
工
業
用
地
問
題
一
上
一
一
杉
野
一
　
　
　
　
　
　
二
一
一
一
八
五
七
一



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
一
第
二
十
九
巻
．
第
五
号
一
　
　
　
．
　
　
　
　
二
一
二
一
八
五
八
一

中
小
企
業
と
の
関
係
調
整
、
無
謀
な
競
争
の
防
止
と
経
営
能
力
あ
る
も
の
の
指
導
強
化
、
労
働
条
件
の
向
上
と
労
使
関
係
の
調
整
・

租
税
．
金
融
対
策
に
よ
る
設
備
近
代
化
の
促
進
を
内
容
と
す
る
開
発
の
条
件
が
示
さ
れ
て
い
る
◎

わ
れ
わ
れ
は
、
す
で
に
中
部
工
業
地
帯
の
立
地
条
件
と
そ
の
将
来
展
望
に
っ
い
て
ひ
と
と
お
り
紹
介
し
て
き
た
か
ら
・
忠
や
こ

れ
以
上
こ
の
中
部
経
済
五
カ
年
計
画
に
深
く
立
ち
入
っ
て
述
べ
る
必
要
は
あ
る
ま
い
◎

中
部
経
済
五
カ
年
計
画
の
結
論
に
お
い
て
姦
調
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
－
ラ
一
ク
輸
送
の
増
大
と
の
関
連
で
道
路
の

改
修
．
建
設
と
多
角
的
な
性
格
を
も
っ
港
湾
の
整
備
が
特
に
強
調
さ
れ
て
い
ポ
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
・
高
度
経
済
成
長
碧
お
い
て

問
題
と
な
至
ネ
ル
ギ
ー
転
換
政
策
や
昭
和
三
五
年
頃
か
ら
顕
在
化
し
て
く
る
工
業
用
地
不
足
問
題
や
工
業
用
水
不
足
間
題
に
つ
い

て
は
ま
だ
さ
ほ
ど
に
は
強
く
意
識
さ
れ
て
い
な
い
反
票
あ
る
。
も
つ
と
も
こ
の
点
に
っ
い
て
は
、
名
古
屋
港
の
改
修
と
の
関
連
で

工
業
用
地
の
造
成
が
意
図
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
愛
知
用
水
を
工
業
用
水
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
も
・
こ
の
五
ヶ
年
計
画
の
中
に
は

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
決
し
て
忘
れ
て
は
た
ら
な
い
。

わ
れ
わ
れ
は
、
愛
知
県
の
工
業
用
地
造
成
、
と
り
わ
げ
名
墓
を
中
心
と
す
る
臨
海
性
工
業
用
地
の
造
成
計
画
と
そ
れ
を
と
り
ま

く
立
地
諸
条
件
の
概
要
婁
て
き
た
が
、
時
期
的
な
関
連
か
ら
み
る
と
、
こ
の
”
中
部
経
済
五
ヵ
年
計
画
一
言
げ
て
臨
海
工
業
用

地
問
題
に
多
く
を
関
説
し
て
い
る
の
は
、
昭
和
三
二
年
九
月
に
発
表
さ
れ
た
一
名
古
屋
市
将
来
計
画
要
綱
一
で
あ
る
・

こ
の
一
名
古
屋
市
将
来
計
画
要
綱
一
で
は
、
ま
ず
名
古
屋
市
の
将
来
人
口
の
想
定
を
行
な
い
、
昭
和
四
〇
年
に
一
七
五
万
・
昭
和

四
五
年
に
一
八
五
万
、
昭
和
五
〇
年
に
は
二
〇
・
万
余
と
い
う
数
字
を
か
か
噂
っ
づ
い
て
「
臨
海
工
業
地
帯
の
造
成
一
と
い
う
計

画
項
目
に
入
り
、
こ
の
晋
が
計
画
要
綱
全
体
の
重
要
な
部
分
と
し
て
位
置
づ
げ
ら
れ
て
い
る
。
や
や
煩
雑
で
あ
る
が
・
資
料
と
し

て
の
価
値
も
あ
る
の
で
、
工
業
用
水
や
輸
送
条
件
な
ど
の
立
地
条
件
喜
め
て
引
用
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
・



　
「
二
　
臨
海
工
業
地
帯
の
造
成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

わ
が
国
四
大
工
業
地
帯
の
う
芝
あ
一
て
・
名
蔓
港
と
四
目
市
港
を
結
ぶ
伊
勢
湾
の
沿
岸
地
帯
が
唯
一
の
未
開
発
地
域
で
あ
り
且
つ
最
バ

姉
讐
濤
一
紅
汽
訂
い
一
賞
汽
ポ
ダ
綿
鐵
一
師
紬
汽
紅

計
票
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
所
以
で
考
名
古
屋
の
地
方
計
画
と
し
て
は
、
国
土
総
合
開
発
の
見
地
か
ら
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
の
計
画

を
根
幹
と
し
て
・
そ
の
計
要
完
全
奮
し
め
る
た
め
の
諸
計
画
を
こ
れ
に
変
、
都
市
計
画
そ
の
他
の
諸
計
画
を
こ
れ
に
調
和
総
合
せ
し
め
る

こ
と
を
以
て
名
古
屋
の
将
来
計
画
策
定
の
基
盤
と
す
る
。

　
い
　
名
古
屋
西
都
工
業
地
帯
の
形
成

荒
子
川
地
匿
運
河
網
を
堀
さ
く
し
、
二
百
八
十
四
万
坪
の
区
画
整
理
を
行
う
こ
と
に
よ
つ
て
工
業
適
地
を
造
成
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
一
て
得
ら
れ
る
工
場
用
地
は
・
約
百
八
十
万
坪
で
あ
り
、
本
年
度
す
で
に
そ
の
横
運
河
堀
さ
く
に
着
手
し
た
。
国
道
以
｝
を
第
一
期

と
し
・
そ
の
以
北
を
第
二
期
と
し
て
逐
次
工
場
用
地
を
一
旭
成
し
っ
っ
、
製
油
、
木
工
、
化
学
、
鉄
工
業
の
諸
工
場
を
誘
致
す
る
計
画
で
あ
る
…

（
中
略
）
。

　
昭
和
四
十
年
第
一
期
国
道
以
南
九
十
二
万
坪
完
成

　
昭
和
五
十
年
第
二
期
国
道
以
北
百
九
十
二
万
坪
完
成

　
○
天
白
川
の
運
河
化
と
工
場
地
帯
造
成

木
曽
川
特
定
地
域
開
発
計
画
に
は
入
一
て
い
な
い
が
、
放
任
す
れ
ぱ
こ
の
地
帯
の
無
秩
序
と
混
乱
は
必
至
で
あ
ぷ
ら
一
野
並
橋
か
、
河
口
に

至
る
七
．
二
粁
を
堀
宗
し
て
運
河
化
し
、
そ
の
両
岸
一
粁
巾
呈
場
地
を
造
成
す
る
。
総
面
積
言
七
十
万
坪
で
あ
り
公
共
用
地
宅
地
等

百
八
万
坪
を
差
し
引
き
工
場
用
地
は
百
六
十
二
万
坪
で
あ
る
。
（
後
略
）

　
嘗
　
名
古
屋
東
南
都
埋
立
工
業
地
帯
の
造
成

名
古
屋
港
管
理
組
合
が
そ
の
実
施
主
体
と
な
一
て
計
画
を
推
進
中
の
も
の
で
あ
る
が
、
知
多
西
岸
の
上
野
町
、
横
須
賀
町
、
知
多
町
地
先
の
海

面
四
百
三
十
万
坪
を
埋
立
て
・
こ
れ
に
よ
一
て
公
共
用
地
等
約
九
十
万
坪
を
差
し
引
き
、
工
場
用
地
三
百
四
十
万
坪
蓋
成
し
、
造
船
、
製
鉄
、

石
油
、
電
気
等
の
大
規
模
工
業
を
誘
致
す
る
計
画
で
あ
る
。
（
後
略
）

　
回
　
名
古
屋
港
西
南
都
埋
立
工
業
地
帯
の
造
成

　
　
　
中
京
工
業
地
帯
と
工
業
用
地
間
題
一
上
一
一
杉
野
一
　
　
　
　
　
　
二
一
三
一
八
五
九
一



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
一
第
二
十
九
巻
．
雲
号
一
　
　
　
　
　
　
　
二
一
四
一
八
六
〇
一

　
　
一
、
の
計
画
は
、
木
曽
特
定
地
域
開
発
計
画
に
入
つ
て
は
い
な
い
が
、
名
四
国
道
建
設
計
画
と
有
欝
一
体
を
な
す
も
の
で
あ
り
・
海
部
郡
飛
島

村
鍋
田
地
先
の
浅
海
を
一
言
十
五
万
坪
に
亘
つ
て
埋
立
て
て
二
百
五
十
二
万
坪
の
広
大
な
重
工
業
適
地
を
造
成
す
る
計
画
で
奪
一
後
堕

以
上
、
一
名
古
屋
市
将
来
計
画
要
綱
一
の
工
場
用
地
に
っ
い
て
み
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
以
下
こ
の
一
要
綱
一
で
は
・
名
四
国
道

建
設
、
工
業
用
水
計
画
、
都
心
部
の
高
層
化
と
副
都
心
の
髭
、
居
住
の
配
分
計
画
、
市
内
交
通
計
画
・
輸
送
計
画
・
上
下
水
道
計

画
、
産
業
振
興
計
画
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。

享
、
こ
の
一
名
古
屋
市
将
来
計
画
要
綱
一
で
注
意
し
て
お
く
べ
き
こ
と
は
、
名
古
屋
臨
海
工
業
地
帯
の
造
成
は
・
国
家
計
画
と

し
て
の
木
曽
特
定
地
域
開
発
計
画
と
し
て
、
あ
る
い
は
そ
れ
と
関
連
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
も
の
で
膏
・
従
来
か
ら
い
わ
れ
て
き

た
よ
う
に
、
特
定
地
域
開
発
計
画
は
大
都
市
か
ら
窪
れ
た
後
進
地
域
開
発
計
画
だ
げ
で
は
な
い
の
で
あ
璽
い
わ
ば
当
時
に
お
け

画
計
）
成
年

造
３
２
地
和
用
昭
場
（工

るけおに市屋古名３表

が
が
が
が

７
万
５
万
２
万
２
万

９
３
５
３
１
２
８
３

　
　
１

　
　
区
区

区
区
地
地

地
地
業
業

業
業
工
工

工
工
部
部

部
区
南
南

西
地
東
西

屋
川
屋
屋

古
白
古
古

名
天
名
名

○

りよ年
３
２和昭』綱要画計来将市屋古名『

る
独
占
資
本
の
蓄
積
運
動
に
と
っ
て
、
そ
の
隆
路
が
電
カ
で
あ
り
、
し
た
が
っ
で
そ
の
打
開
策
の
中
心

が
電
源
開
発
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
地
域
に
よ
っ
て
は
蓄
積
の
隆
路
と
な
っ
て
い
る

工
業
用
地
の
造
成
も
、
ま
た
そ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　
次
に
、
こ
の
『
名
古
屋
市
将
来
計
画
要
綱
』
で
は
、
工
業
用
地
の
造
成
面
積
は
、
四
地
区
を
あ
わ
せ

て
、
一
、
〇
三
八
万
坪
、
す
な
わ
ち
三
、
四
二
五
万
平
方
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
い
る
◎

名
古
屋
地
区
に
お
げ
る
こ
の
手
万
坪
に
及
ぶ
工
業
用
地
の
造
成
は
、
さ
き
に
示
し
た
科
学
技
術
庁

お
よ
び
愛
知
県
の
案
に
お
げ
る
名
古
屋
西
部
と
南
部
を
合
せ
た
九
六
九
万
坪
を
若
干
う
わ
ま
わ
る
と
は

い
え
、
埋
立
造
成
規
模
と
し
て
は
、
ほ
ぽ
同
程
度
の
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
◎

第
三
に
、
こ
の
埋
立
造
成
地
に
進
出
し
て
く
る
業
種
に
っ
い
て
み
て
お
く
こ
と
に
す
る
。



　
力
　
耐
　
地
　
の
　
区
　
地
　
立
　
埋－
市

　
屋
　
古
　
名

４表

場工地立

度
０
）

鷲醤踊
７
（質地層表区地立埋

鉄製作
工
矢
重
　
磨
成
播
合
膓
亜
川
東
石

５１一～
１
０－

０２－分部一

）
　
　
）

１
０
２
０

砂
↑
一

の
　
〇
一

り
　
　
　
！

じ
土
↑

ま
粘
石
は
軽
下
，
の

貝
そ地号七

場木貯
５１・

５２－

　
部
部
場
地
木
陸
貯部一

土
粘
）

び
１
０

よ
一お
（
ト
灰
ル
山
ツ
火地号八

共
目
善
油

，
，
丸
石

力
和
　
，
光

電
昭
ク
ソ
出

部
，
ソ
ツ
，

中
菱
タ
エ
ル

蟷
讐

で
で
ま
ま

〇
　
　
一
Ｌ
ｏ

１
上
　
３

一
　
一

ら
ら

カ
　
カ

　
５
Ｆ
ｏ
　
２

一
　
一

部
部
北
南～

１
０■（土粘）

１
０一
〇
）

（
＾
ソ
］

砂
一

地号九

成化洋三
成
，
合

レ
亜

東
東

で
で
ま
ま

Ｅ
Ｕ
　
「
ｂ

１
上
　
ｎ
６

一
　
一

ら
ら

カ
　
カ

５
１
５
一
　
一

部
部
東
西

下以
れ
）
そ
イ

醒

ま
淋

３
ｍ
漸一
は区南

失服新
　
で
　
ま
　
０
　
１
で
ら
ま
か

Ｆ
０
　
　
■
」
Ｕ

一
　
一

部
部
東
西

５
）
－（砂のりじま貝

区二南

東
　
　
南
　
　
部

頭埠でま
２
５一
化

ら
変
か
に

１
０
速一
急

トル

け
。
）

瞥雛

大
一

頭埠永稲

トリ

〃
コ
海
頭
東
埠０２－は部頭埠０１一

８
）

■（砂

４
）
）
一
１
５

（
一口
（

ド
土へ粘地号十

頭ふ鋼鉄ス
板
ガ
合
邦
村
東
中へ向方西東０３‘部央中

でま０３一ら
、

カ０１一

　
　
）

下
部
ト
る

以
西
ル
い

０
）
，
シ
て

１
）
・
つ

幻
裳

挫
伐
融
扇
麗
鶴
蟻地号一十

ドＦボド一ハ本目で
ま
で

２
５
ま
一
２
０

ら
ら

・
刀
　
カ

Ｏ
　
　
Ｅ
Ｕ

○
ん
　
１
■

一
　
一

部
は
央
西
中
東

一
．
二
崖

報査調グソリ
ポ
）

（
し
詳
な
不
告地号二十

場

頭
示
ふ
展
城
際
金
国で

で
ま
ま

．
■
ｏ
　
Ｆ
ｏ

１
１
　
ｏ
〇

一
　
一

ら
ら
カ
カ

ー
０
１
５

一
　
一

は
は
部
部
西
東い ）３３ｉ（

ま貝部一土粘地号三十

西
　
　
南
　
　
部

４
月

９
年
剛

鰯

　
港
合
屋

離

離
及

簿

入
質
榔

鶯

盤
略
昭
東

地
，
，
，

の
図
図
図

港
地
地
般

屋
録
市
一

古
附
屋
市

名
記
古
海

『
前
名
東

　
○
○
○

料資

ま
ず
、
西
部
工
業
地

帯
で
は
、
「
製
油
、
木

工
、
化
学
、
鉄
工
業
」

と
あ
り
、

こ
れ
は
名
古

屋
市
に
既
存
の
業
種
で

あ
り
、

そ
れ
は
市
街
地

域
に
お
げ
る
諸
工
場
の

移
転
を
見
込
む
と
同
時

に
、

こ
の
地
域
の
地
耐

力
が
弱
い
（
表
４
参
照

の
こ
と
）
と
い
う
こ
と

を
前
提
と
し
た
消
費
財

生
産
業
種
の
立
地
が
見

込
ま
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。

と
こ
ろ
が
、
地
耐
力

の
す
ぐ
れ
た
天
白
川
以

中
京
工
業
地
帯
と
工
業
用
地
問
題
（
上
）
（
杉
野
）

一
六
五
（
八
六
一
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
．
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ハ
六
（
八
六
二
）

南
の
東
南
部
埋
立
工
業
地
帯
で
は
、
　
「
造
船
、
製
鉄
、
石
油
、
電
気
等
の
大
規
模
工
業
を
誘
致
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
旧
来
か
ら
の
中

部
工
業
地
帯
で
特
徴
的
で
あ
っ
た
業
種
と
は
異
な
っ
て
、
明
ら
か
に
重
化
学
工
業
化
へ
の
志
向
を
露
わ
に
し
て
い
る
。
こ
れ
を
形
式

論
理
的
に
い
え
ば
、
中
都
工
業
地
帯
、
あ
る
い
は
名
古
屋
市
に
お
げ
る
産
業
構
造
の
均
衡
を
意
図
し
た
と
い
う
こ
と
も
で
き
よ
う
が
、

歴
史
的
に
み
れ
ぼ
、
日
本
資
本
主
義
の
鉄
鋼
、
石
油
化
学
を
中
心
と
し
た
新
し
い
産
業
立
地
動
向
に
照
応
し
た
誘
致
計
画
で
あ
り
、

業
種
選
定
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
第
四
に
、
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
名
古
屋
東
南
部
埋
立
工
業
地
帯
の
造
成
に
関
し
て
、
そ
の
実
施
主
体
が
名
古
屋
港
管
理
組
合
と

な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
名
古
屋
港
管
理
組
合
と
い
う
の
は
、
　
「
名
古
屋
港
に
関
す
る
事
務
を
行
う
た
め
、
地
方
自

治
法
第
二
八
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
愛
知
県
及
び
名
古
屋
市
が
協
議
に
よ
り
規
約
を
定
め
、
昭
和
二
六
年
九
月
八
日
内
閣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
２
）

総
理
大
臣
に
ょ
っ
て
許
可
さ
れ
設
立
さ
れ
た
特
別
地
方
公
共
団
体
で
、
港
湾
法
第
三
三
条
に
規
定
す
る
港
湾
管
理
者
で
あ
る
。
」

　
問
題
は
、
　
「
名
古
屋
港
に
関
す
る
事
務
を
行
う
」
特
別
地
方
公
共
団
体
が
、
ど
の
よ
う
な
理
由
で
、
工
業
用
地
の
造
成
を
行
う
の

か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
名
古
屋
港
管
理
組
合
の
処
理
す
る
事
務
は
、
「
¢
港
湾
法
の
規
定
に
よ
る
港
湾
管
理
者
の
業
務
（
同
法
第
二
一
条
、
第
三
四
条
）
、

◎
港
湾
管
理
者
の
長
の
事
務
（
国
の
機
関
委
任
事
務
）
で
あ
る
港
湾
区
域
又
は
港
湾
隣
接
地
域
内
に
お
げ
る
工
事
等
の
行
為
の
規
制

（
港
湾
法
第
三
七
条
）
、
臨
港
地
区
内
に
お
げ
る
行
為
の
届
出
等
（
港
湾
法
第
三
八
条
の
二
）
、
港
湾
区
域
内
の
公
有
水
面
の
埋
立
免
許
（
港

湾
法
第
五
八
条
第
二
項
一
及
び
海
岸
管
理
者
と
し
て
の
海
岸
保
全
区
域
の
管
理
一
海
岸
法
第
五
条
第
三
雫
第
四
項
一
な
蔓
で
あ
り
・

と
り
わ
げ
工
業
用
地
の
造
成
と
の
関
連
で
は
、
◎
の
港
湾
管
理
者
の
業
務
の
な
か
で
、
　
「
港
湾
計
画
を
作
成
し
、
港
湾
施
設
の
建
設
ｆ
Ｉ

及
び
改
良
に
関
す
る
港
湾
工
事
を
実
施
し
、
港
湾
区
域
内
又
は
臨
港
地
区
内
に
お
い
て
埋
立
、
盛
土
等
に
お
け
る
土
地
造
成
を
行
う



　
（
２
４
）

こ
と
」
な
ど
の
事
務
が
こ
れ
に
該
当
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

　
こ
こ
で
は
「
名
古
屋
港
に
関
す
る
事
務
を
行
う
」
が
、
内
容
的
に
は
「
名
古
屋
港
に
関
す
る
業
務
を
行
う
」
と
い
う
具
合
に
変
わ

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
港
湾
整
備
・
拡
充
に
と
も
た
っ
て
物
理
的
に
生
ず
る
凌
漢
土
砂
の
処
理
問
題
、
結
局
こ
れ
は

埋
立
や
盛
土
に
よ
っ
て
処
理
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
結
果
的
に
は
土
地
造
成
を
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
こ
の
造
成
地
が
名
古
屋

港
管
理
組
合
の
所
有
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
の
根
拠
は
お
そ
ら
く
、
国
家
権
力
に
よ
る
国
土
の
領
有
と
い
う
こ
と
が
、
そ
の
近
辺
海

域
の
領
有
を
含
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
は
名
古
屋
港
管
理
組
合
の
私
的
な
所
有
で
は
た
く
、
特
別
地
方
公
共

団
体
の
所
有
と
い
う
か
た
ち
で
の
国
家
所
有
で
あ
り
、
造
成
さ
れ
た
土
地
は
実
質
的
に
１
は
国
有
財
産
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ

の
国
有
財
産
は
特
殊
的
で
あ
り
、
こ
れ
を
ど
う
取
得
し
、
管
理
し
、
処
分
す
る
か
と
い
う
こ
と
は
こ
の
名
古
屋
港
管
理
組
合
の
権
限

に
属
す
る
の
で
あ
る
。
組
合
の
権
限
は
組
合
議
会
の
議
決
に
よ
っ
て
行
使
さ
れ
る
が
、
こ
の
組
合
議
会
は
愛
知
県
議
会
議
員
か
ら
一

一
名
、
名
古
屋
市
議
会
議
員
か
ら
同
じ
く
一
一
名
と
い
１
う
編
成
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
こ
れ
ら
の
議
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

議
会
議
員
の
な
か
か
ら
選
出
さ
れ
る
こ
と
に
１
な
っ
て
い
る
。

　
特
殊
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
以
上
、
組
合
議
会
の
構
成
が
当
該
地
域
に
関
連
し
た
地
方
公
共
団
体
の
議
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
は
、
間
接
的
で
は
あ
れ
、
地
域
民
主
主
義
の
原
則
を
ふ
ま
え
て
い
る
と
み
な
す
こ
と
も
で
き
る
。
た
だ
し
、
港
湾
や
航

路
な
ど
に
っ
い
て
は
、
漁
業
を
は
じ
め
海
水
浴
や
潮
干
狩
あ
る
い
は
観
光
な
ど
の
国
民
生
活
全
体
に
か
か
わ
っ
て
お
り
、
そ
こ
で
生

じ
て
き
た
問
題
に
つ
い
て
、
地
域
住
民
や
国
民
の
意
見
を
直
接
的
な
か
た
ち
で
ど
う
反
映
さ
せ
て
い
く
か
と
い
う
点
で
は
、
た
お
課

題
を
残
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
わ
れ
れ
れ
は
、
中
部
地
方
に
お
げ
る
財
界
の
意
向
、
名
古
屋
市
の
開
発
方
向
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
が
、
次
に
愛
知
県
が

　
　
　
　
中
京
工
業
地
帯
と
工
業
用
地
問
題
（
上
）
（
杉
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ハ
七
（
八
六
三
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ハ
八
（
八
六
四
）

工
業
用
地
問
題
に
っ
い
て
ど
う
考
え
て
い
た
か
を
検
討
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
た
い
。
そ
こ
で
、
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
『
愛
知
県
地
方

計
画
書
』
（
昭
和
三
一
二
年
二
百
）
に
っ
い
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

　
さ
て
、
こ
の
『
愛
知
県
地
方
計
画
書
』
で
は
、
ま
ず
「
工
業
構
造
の
高
度
化
」
と
い
う
項
目
の
も
と
に
愛
知
県
工
業
の
発
展
方
向

を
、
「
（
イ
）
国
の
長
期
計
画
に
即
応
し
っ
っ
、
（
回
）
本
県
産
業
の
特
質
を
尊
重
し
、
軽
工
業
の
健
全
な
伸
長
を
期
す
る
と
と
も
に
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
５
）

（
ハ
）
特
に
重
化
学
工
業
部
門
の
拡
大
に
重
点
を
指
向
す
る
こ
と
の
三
点
に
帰
結
せ
ら
れ
る
。
」
と
定
め
て
い
る
。
こ
れ
は
従
来
中

京
工
業
地
帯
に
お
い
て
は
、
繊
維
、
陶
磁
器
、
木
製
品
加
工
等
の
軽
工
業
の
し
め
る
比
重
が
大
き
か
っ
た
の
に
対
し
、
重
化
学
工
業

化
と
い
う
国
の
政
策
に
し
た
が
っ
て
、
こ
の
中
京
地
区
も
ま
た
同
じ
く
「
重
化
学
工
業
部
門
の
長
足
な
発
展
に
よ
る
工
業
の
高
度

（
２
６
）

化
」
を
図
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
さ
き
の
『
名
古
屋
市
将
来
計
画
要
綱
』
に
お
げ
る
名
古
屋
東
南
部
埋
立
工
業

地
帯
の
造
成
と
そ
こ
で
の
業
種
選
定
に
お
い
て
端
的
に
表
現
さ
れ
て
い
た
重
化
学
工
業
化
を
想
起
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
重
化
学
工
業
化
の
た
め
に
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
立
地
条
件
の
整
備
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
点
で
は
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ

て
い
る
。

　
「
立
地
条
件
の
整
備
。
工
業
計
画
設
定
に
際
し
、
立
地
条
件
の
改
善
は
、
最
も
留
意
す
べ
き
前
提
条
件
で
あ
る
。
重
化
学
工
業
の

部
門
を
重
点
と
す
る
本
県
産
業
発
展
を
期
す
る
た
め
に
は
、
臨
海
工
業
地
帯
の
造
成
整
備
が
急
務
で
あ
っ
て
、
名
古
屋
南
部
及
び
西

南
部
を
は
じ
め
、
荒
子
川
、
衣
浦
、
豊
橋
等
の
造
成
適
地
を
開
発
整
備
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
と
関
連
し
て
木
曽
川
・
豊
川
・
矢
作

川
等
を
水
源
と
す
る
各
用
水
の
整
備
及
び
還
元
水
の
利
用
等
に
吉
、
工
業
用
水
の
確
保
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ぎ

　
こ
こ
で
は
、
臨
海
工
業
用
地
の
造
成
と
あ
わ
せ
て
、
工
業
用
水
の
確
保
の
問
題
が
か
な
り
前
面
に
お
し
だ
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注

意
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。



）年
３
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摘
－

　
　
　
先
　
　
　
地
先
　
　
市
地
　
　
南
町
　
　
碧
賀
　
　
　
，
須
　
　
町
姦

※
　
　
　
）
）
）
螂
一
溢
鴛 ，

ｏ
０
１
２

数
坪
立
埋

籔
影
４
　
１
　
３
　
３
　
１

１
名
帯
地

　
　
帯
帯
　
地
蟻
驚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
お
・
こ
の
立
地
条
件
の
整
備
の
項
に
つ
い
て
は
、
以
下
、
　
「
港
湾
及
び
背
後
の
陸
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
字

　
　
　
　
　
　
　
　
　
繊
　
交
通
網
の
整
備
」
が
重
要
だ
と
し
、
名
古
屋
港
・
衣
浦
港
の
整
備
拡
充
、
名
四
国
道
．
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　
帆
　
　
京
－
神
戸
問
高
速
自
動
車
国
道
・
名
古
屋
周
辺
高
速
循
環
道
路
の
建
設
整
備
が
い
わ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
識
　
　
さ
ら
に
、
水
力
・
火
力
発
電
の
大
拡
充
と
原
子
力
発
電
の
「
発
達
」
促
進
、
地
下
資
源
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
８
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
力
　
　
調
査
活
用
に
圭
言
及
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
洲
　
　
　
さ
て
・
こ
の
『
愛
知
県
地
方
計
画
書
』
は
、
た
ん
に
愛
知
県
だ
げ
に
か
ぎ
っ
て
問
題
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
融
　
　
処
理
し
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、
国
民
経
済
的
視
角
、
と
り
わ
げ
京
浜
お
よ
び
阪
神
工

　
　
　
　
　
　
　
　
　
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
　
　
業
地
帯
と
の
関
連
で
、
そ
の
特
殊
的
役
割
を
検
討
し
、
こ
れ
と
地
元
の
諸
条
件
と
を
勘
案

　
　
　
　
　
　
　
　
　
朽
　
　
し
つ
つ
地
方
計
画
を
策
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。
そ
の
典
型
は
工
業
用
地
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
剛
　
造
成
に
か
か
わ
る
「
見
通
し
」
の
中
に
み
う
け
ら
れ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ぼ
、
京
浜
工
業
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
擦
帯
に
お
い
て
海
面
埋
立
に
よ
る
臨
海
工
業
用
地
造
成
可
能
面
積
は
約
三
七
〇
万
坪
と
さ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
商

　
　
　
　
　
　
　
　
　
綱
　
　
ま
た
阪
神
工
業
地
帯
で
は
約
一
五
〇
万
坪
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
造
成
可
能
面
積
が

　
　
　
　
　
　
　
　
姦

　
　
　
　
　
　
　
　
は
船
　
　
小
さ
い
と
い
う
評
価
の
う
え
に
愛
知
県
の
優
位
性
、
つ
ま
り
造
成
可
能
面
積
が
大
き
い
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
糸

　
　
　
　
　
　
　
　
酷
避
　
　
い
う
こ
と
が
主
張
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
計
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
妨
Ｈ
　
　
愛
知
県
に
お
け
る
臨
海
工
業
地
帯
の
用
地
造
成
計
画
面
積
は
、
表
５
の
よ
う
に
な
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
県
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
知
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
愛
印
　
　
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
※

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
表
５
か
ら
も
わ
か
る
こ
と
で
あ
る
が
、
京
浜
お
よ
び
阪
神
の
両
工
業
地
帯
に
比
し
て
、

中
京
工
業
地
帯
と
工
業
用
地
問
題
（
上
）
（
杉
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ハ
九
（
八
六
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
．
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
〇
（
八
六
六
）

中
京
工
業
地
帯
の
優
位
性
を
具
体
的
に
あ
ら
わ
し
て
い
る
の
が
次
の
文
章
で
あ
る
。

　
「
工
業
用
地
に
つ
い
て
は
、
こ
の
地
区
が
戦
時
中
わ
が
国
航
空
機
工
業
の
中
心
地
帯
で
あ
っ
た
関
係
か
ら
、
遊
休
施
設
や
軍
関
係

の
工
場
敷
地
が
多
く
、
多
く
の
大
企
業
が
こ
れ
に
着
目
し
、
多
く
の
大
工
場
が
新
設
さ
れ
た
。

愛
知
県
の
工
業
適
地
と
し
て
は
、
内
陸
部
に
九
〇
カ
所
六
二
一
万
坪
、
名
古
屋
南
部
・
荒
子
川
・
名
古
屋
西
庸
部
一
衣
浦
一
東
三

）年
４
０

３
３和昭（画計成造帯地業工海臨県知愛

６表

要摘地敷場工数坪立埋名帯地

　
町
　
賀
町
須
豊
横

武
　
，，
町

市
野
町

南
上
原

碧
　
，
田

，
市
　
，

市
屋
市

田
古
橋

半
名
豊

坪
坪
坪
坪

万
万
万
万

４
　
６
　
７
　
７

２
　
３
　
２
　
８

　
２
　
　
　
　
２

坪
坪
坪
坪

万
万
万
万

６
　
８
　
　
（
ｏ
　
０

’
０
　
　
９
“
　
買
Ｕ
　
一
Ｌ
Ｏ

　
つ
り
　
　
　
　
４

浦
部
河

　
南
　
屋
三
計

　
古
衣
名
東

○

年
３
４和昭

○ジーぺ
３
２３，巻五第』書画計方地県知愛

竈

河
．
塩
津
等
の
臨
海
工
業
地
帯
の
埋
立
造
成
地
と
し
て
一
、
八
〇
四
万
坪
が
あ
る
。
特
に
名
古
屋
南
部

を
は
じ
め
と
す
る
臨
海
地
区
の
埋
立
は
京
浜
・
阪
神
工
業
地
区
に
お
く
れ
て
着
手
さ
れ
た
が
、
臨
海
地

区
の
工
業
用
地
が
入
手
困
難
と
な
り
っ
っ
あ
る
現
在
、
こ
の
計
画
の
早
急
な
完
成
が
望
ま
れ
孕

　
も
っ
と
も
、
こ
こ
で
い
わ
れ
る
埋
立
造
成
地
は
一
挙
に
で
き
あ
が
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
計
画
年

次
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
云
わ
れ
て
い
る
。

　
「
臨
海
工
業
地
帯
に
お
げ
る
埋
立
適
地
は
全
体
で
一
、
二
〇
〇
万
坪
で
あ
る
が
、
昭
和
三
三
年
か
ら

昭
和
四
〇
年
ま
で
に
は
四
五
〇
万
坪
が
埋
立
て
ら
れ
、
こ
の
う
ち
二
八
七
万
坪
が
工
業
用
地
に
あ
て
ら

れ
ぎ

　
そ
の
地
帯
別
内
訳
は
表
６
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
工
業
用
地
造
成
に
つ
い
て
よ
り
具
体
的
に
み
る
と
、
　
「
名
古
屋
南
部
臨
海
地
区
は
、
名
古
屋
港

、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
０
）

カ
ら
知
多
半
島
に
沿
っ
て
南
に
の
び
横
須
賀
に
到
る
地
区
で
」
で
あ
り
、
　
「
現
在
九
号
地
の
埋
立
工
事

が
実
施
さ
れ
っ
っ
あ
り
、
今
後
も
名
古
屋
港
の
凌
深
と
同
時
に
埋
立
工
事
が
続
行
さ
れ
、
昭
和
四
〇
年

ま
で
に
三
二
八
万
坪
が
埋
立
造
成
さ
れ
、
そ
の
う
ち
二
三
六
万
坪
が
工
業
用
地
に
あ
て
ら
れ
菊
・
－
と



し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
昭
和
四
〇
年
ま
で
に
は
、
荒
子
川
地
区
が
区
画
整
理
事
業
で
一
〇
万
坪
、
衣
浦
地
区
が
六
六
万
坪
の
埋
立
の
う
ち
二
四
万

坪
・
東
三
河
地
区
は
五
六
万
坪
の
埋
立
で
二
七
万
坪
が
工
業
用
地
に
あ
て
ら
れ
る
。
な
お
東
三
河
地
区
の
ぱ
あ
い
、
旧
飛
行
場
跡
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
１
）

三
万
坪
に
東
都
製
鋼
が
建
設
中
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
埋
立
面
積
で
は
、
名
古
屋
市
の
『
将
来
計
画
要
綱
』
の
数
字
と
若
干
異
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
点
は
余
り
大
き
な
問
題
で
は

な
い
。
問
題
な
の
は
そ
の
内
容
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
『
地
方
計
画
書
』
の
別
項
に
お
い
て
は
「
工
業
適
地
」
に
関
し
て
次
の
よ
う
な

記
述
が
み
ら
れ
、
い
わ
ゆ
る
「
工
業
用
地
」
問
題
の
本
質
が
露
呈
し
て
い
る
。

　
　
「
旧
市
内
に
お
け
る
空
地
の
う
ち
、
一
万
坪
以
上
の
団
地
の
総
面
積
は
三
五
万
坪
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
工
業
専
用
地
区
八

万
六
千
坪
、
工
業
地
域
五
万
七
千
坪
、
準
工
業
地
域
一
八
万
坪
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
一
～
二
万
坪
内
外
の
も
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
２
）

あ
り
、
大
規
模
工
場
の
適
地
と
し
て
は
不
適
当
で
あ
る
。
」

　
こ
こ
で
は
・
重
化
学
工
業
化
を
極
力
お
し
す
す
め
よ
う
と
す
る
愛
知
県
の
政
策
と
し
て
、
ひ
い
て
は
国
家
政
策
と
し
て
、
も
は
や

一
～
二
万
坪
程
度
の
工
場
用
地
は
問
題
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
巨
大
独
占
資
本
に
・
必
要
な
「
大
観
模
工
場
の
適
地
」
が
求
め
ら
れ

て
い
る
の
で
あ
る
・
こ
れ
が
昭
和
三
三
年
の
段
階
に
お
い
て
、
日
本
資
本
主
義
が
当
面
す
る
工
業
立
地
政
策
上
の
課
題
で
あ
っ
た
の

で
あ
る
。

か
く
し
て
・
愛
知
県
で
も
「
大
穀
工
場
の
適
地
一
が
選
定
さ
れ
る
こ
と
に
雲
が
、
そ
れ
が
荒
子
川
地
区
の
一
八
○
万
坪
と
あ

わ
せ
て
・
「
天
白
川
下
流
七
・
二
粁
を
運
河
化
し
、
そ
の
両
岸
に
総
面
積
二
七
〇
万
坪
の
工
場
適
地
を
造
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
公

共
用
地
を
差
引
き
二
一
二
万
坪
の
工
業
用
地
を
提
供
し
う
る
。
ま
た
現
在
の
工
場
用
地
と
し
て
、
名
古
屋
港
一
二
号
地
の
飛
行
場
跡

　
　
　
　
中
京
工
業
地
帯
と
工
業
用
地
問
題
（
上
）
（
杉
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
一
（
八
六
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
．
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
二
（
八
六
八
）

の
遊
休
地
二
六
万
坪
が
挙
げ
ら
れ
る
。
…
：
名
古
屋
南
部
に
水
深
マ
ィ
ナ
ス
ニ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
埋
立
適
地
が
四
三
〇
万
坪
あ
り
・

こ
れ
が
埋
立
に
よ
り
公
共
用
地
を
差
引
き
工
業
用
地
三
四
〇
万
坪
の
造
成
が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
埋
立
適
地
は
・
名
古
屋
港
域
の
一

部
で
あ
っ
て
工
業
用
水
を
確
保
す
れ
ば
、
中
部
経
済
圏
に
お
け
る
最
も
立
地
条
件
に
恵
ま
れ
た
太
齢
齢
工
勢
賛
妙
か
脚
レ
俸
か
と
考

　
　
　
（
３
３
）

え
ら
れ
る
。
」
（
傍
点
　
　
杉
野
）

　
以
上
、
み
て
き
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
『
愛
知
県
地
方
計
画
書
』
で
は
、
重
化
学
工
業
化
を
念
頭
に
お
い
て
大
規

模
工
場
用
地
の
造
成
が
中
心
課
題
な
の
で
あ
る
。
し
か
も
工
業
用
地
の
造
成
条
件
に
か
ん
す
る
京
浜
・
阪
神
両
工
業
地
帯
と
の
対
比

　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
中
京
地
区
が
優
越
す
る
こ
と
を
示
し
た
う
え
で
、
愛
知
県
の
具
体
的
た
海
面
埋
立
に
よ
る
大
規
模
工
場
用

）坪万位単（

他のそ立埋面海用転地農数総分区

２１１

５
７

９６１

７８２

７８２

１３３

５９１

６２５

０３７

２５２

２８９

ｏ
ｏ
　
場
十

鵠
工
．
、
一
．
口

鵠
帥
業
以
の

従
人
そ
合

地
の
造
成
が
主
張
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
は
単
な
る
愛
知
県
の
工
業
立
地
政
策
で
は

な
く
、
ま
さ
し
く
日
本
独
占
資
本
の
工
業
立
地
政
策
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
小
観
模
な
も
の

で
も
二
五
万
坪
の
工
業
用
地
が
間
題
と
さ
れ
て
お
り
、
か
り
に
工
業
用
地
が
分
割
形
態
で
払
い
下
げ
ら
れ
る

に
し
て
も
、
そ
の
用
地
買
収
資
金
の
調
達
と
も
か
ら
ん
で
、
や
は
り
独
占
資
本
本
位
の
用
地
造
成
政
策
で
あ

る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
ち
な
み
に
、
県
土
利
用
計
画
に
お
い
て
は
、
こ
の
海
面
埋
立
に
よ
る
工
業
用
地
利
用
は
次
の
よ
う
に
考
え

ら
れ
て
い
る
。

　
「
将
来
の
工
業
用
地
を
、
従
業
員
二
〇
〇
～
三
〇
〇
人
以
上
の
工
場
分
と
そ
れ
以
下
の
も
の
と
に
分
ち
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
４
）

次
の
よ
う
に
そ
の
充
足
を
見
込
む
も
の
と
す
る
。
（
上
表
）
」

　
こ
こ
で
海
面
埋
立
に
よ
る
工
業
用
地
の
造
成
の
階
級
的
性
格
が
明
確
に
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。
　
「
従
業
員



二
〇
〇
～
三
〇
〇
人
映
上
の
工
場
」
と
い
う
範
晴
を
そ
の
ま
ま
独
占
資
本
と
見
傲
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
そ
れ
で
も
海
面
埋
立
に

よ
る
工
業
用
地
は
・
従
業
員
二
〇
〇
人
未
満
の
工
場
は
朴
麻
小
ぎ
か
い
と
い
う
企
業
規
模
に
よ
る
「
差
別
」
が
こ
の
利
用
計
画
の
本

質
た
の
で
あ
る
。
従
業
員
観
模
二
〇
〇
人
～
三
〇
〇
人
以
上
の
、
し
か
も
臨
海
性
と
い
う
立
地
メ
リ
ツ
ト
を
生
か
し
た
工
場
で
あ
る

か
ら
、
そ
れ
は
重
化
学
工
業
に
。
関
連
が
あ
る
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
重
化
学
工
業
に
関
連
の
な
い
小
規
模
な
い
し
零
細
工
業
は

海
面
埋
立
地
へ
の
立
地
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　
海
面
埋
立
に
よ
る
工
業
用
地
が
独
占
資
本
に
よ
っ
て
の
み
利
用
さ
れ
る
と
い
う
前
提
の
も
と
に
計
画
さ
れ
た
『
愛
知
県
地
方
計
画

書
』
の
本
質
を
、
わ
れ
わ
れ
は
十
分
に
見
抜
い
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
次
の
こ
と
も
着
過
し
て
は
な
ら
た
い
。
つ
ま
り
、

資
本
制
生
産
の
も
と
で
は
、
と
り
わ
げ
独
占
段
階
に
お
い
て
は
、
杜
会
的
生
産
力
の
発
達
が
、
資
本
に
よ
っ
て
、
否
、
独
占
資
本
の

蓄
積
運
動
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の
場
合
に
は
、
国
家
政
策
の
一
環
と
し
て
、
す
な
わ
ち
国
家

の
動
員
と
い
う
か
た
ち
で
行
な
わ
れ
て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
国
家
独
占
資
本
主
義
に
お
げ
る
生
産
力
の
発
達
と
し
て
捉
え
な

げ
れ
ぼ
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
・
わ
れ
わ
れ
は
国
家
に
よ
る
工
業
立
地
政
策
が
ど
の
よ
う
な
方
向
で
展
開
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
に
っ
い
て
検
討
し

て
お
か
ね
ぱ
な
ら
た
い
。
そ
の
さ
い
に
、
一
般
的
に
。
で
は
な
く
、
少
く
と
も
中
京
工
業
地
帯
を
念
頭
に
お
い
た
国
家
政
策
が
問
題
と

さ
れ
ね
ば
な
ら
た
い
。

　
昭
和
三
四
年
九
月
二
三
日
に
、
科
学
技
術
庁
資
源
調
査
会
勧
告
第
五
号
と
し
て
出
さ
れ
た
『
中
京
工
業
圏
確
立
に
関
す
る
勧
告
』

は
、
ま
さ
に
か
か
る
も
の
と
し
て
検
討
の
対
象
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
『
中
京
工
業
圏
確
立
に
関
す
る
勧
告
」
で
は
、
工
業
圏
確
立
の
た
め
の
諸
問
題
と
し
て
「
工
業
立
地
政
策
の
転
換
」
と
い
う

　
　
　
　
中
京
工
業
地
帯
と
工
業
用
地
問
題
（
上
）
（
杉
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
三
（
八
六
九
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
．
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
四
（
八
七
〇
）

視
点
が
う
ち
出
さ
れ
、
次
の
よ
う
な
点
が
主
張
の
前
提
と
さ
れ
て
い
る
。

　
す
な
わ
ち
工
業
立
地
は
、
臨
海
造
成
地
の
み
な
ら
ず
、
業
種
に
よ
っ
て
は
内
陸
部
な
ど
に
立
地
し
て
も
、
　
「
立
地
的
な
コ
ス
ト
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
５
）

差
は
決
し
て
大
き
く
な
く
」
、
し
た
が
っ
て
「
工
業
の
立
地
が
広
い
選
択
の
範
囲
を
も
っ
こ
と
に
な
れ
ば
、
工
業
は
単
に
経
済
的
基

礎
と
い
う
こ
と
に
よ
つ
て
は
必
ず
し
圭
っ
の
地
点
に
し
ば
り
っ
げ
ら
註
い
と
い
う
一
一
と
に
ぎ
と
い
う
の
で
雲
・
こ
れ

ら
の
文
章
が
抽
象
的
に
展
開
さ
れ
て
い
る
か
ぎ
り
で
は
正
し
い
側
面
を
も
っ
て
い
る
。
だ
が
、
こ
の
『
勧
告
』
が
各
業
種
に
っ
い
て

比
較
考
察
し
て
い
る
「
ａ
原
材
料
輸
送
費
、
ｂ
電
力
費
、
ｃ
用
水
費
、
ｄ
用
地
金
利
、
ｅ
労
賃
、
ｆ
製
品
輸
送
費
」
な
ど
と
い
っ
た

立
地
因
子
は
、
い
ず
れ
も
生
産
立
地
因
子
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
生
産
し
た
商
品
を
ど
こ
で
ど
れ
だ
げ
販
売
し
、
ど
れ
だ
げ
実
現

し
う
る
か
と
い
う
地
域
販
売
率
を
考
慮
し
た
市
場
条
件
は
無
視
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
市
場
条
件
が
無
視
さ
れ
る
な
ら
ば
、
現
実
に
お

げ
る
販
売
市
場
の
独
占
度
は
も
と
よ
り
生
産
立
地
因
子
で
も
あ
る
地
方
財
政
の
独
占
に
よ
る
支
配
度
等
々
と
い
っ
た
広
義
の
市
場
立

地
因
子
の
考
察
が
欠
落
す
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
あ
ま
っ
さ
え
生
産
立
地
因
子
に
っ
い
て
も
、
既
存
の
企
業
に
お
げ
る
こ
れ
ら
の

諸
条
件
は
、
い
わ
ば
政
治
経
済
的
諸
関
係
の
結
果
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
き
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
巨
大
独
占
企
業
と
中

小
企
業
と
で
は
、
地
方
公
共
団
体
と
の
力
関
係
、
さ
ら
に
そ
の
利
用
形
態
と
利
用
度
も
大
き
く
異
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ぱ
か
り
で

は
な
い
。
輸
送
諸
手
段
の
独
占
的
利
用
、
電
力
や
用
水
の
独
占
的
使
用
、
そ
う
し
た
独
占
に
か
か
わ
っ
て
生
ず
る
優
利
た
条
件
、
利

用
．
使
用
料
金
の
低
廉
さ
、
そ
の
利
用
・
使
用
時
問
た
ど
に
っ
い
て
の
優
遇
措
置
、
こ
う
し
た
点
は
巨
大
独
占
企
業
に
は
保
証
さ
れ

る
が
、
中
小
企
業
に
は
た
ん
ら
の
保
証
も
な
い
。
ち
な
み
に
、
資
源
調
査
会
が
、
立
地
条
件
に
つ
い
て
「
地
域
較
差
の
試
算
」
と
し

て
考
察
し
た
さ
い
の
工
場
揚
模
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

◎
　
製
鉄
業
１
１
銑
鉄
一
四
〇
万
ト
ソ
／
年
、
粗
鋼
二
〇
〇
万
ト
ソ
／
年
の
一
貫
工
場
。

■



　
　
特
殊
鋼
工
業
Ｈ
構
造
用
炭
素
鋼
材
年
問
二
五
、
○
○
○
ト
ソ
の
専
門
工
場
。

　
　
自
動
車
工
業
１
１
乗
用
車
シ
ャ
ー
シ
の
生
産
を
主
体
と
す
る
量
産
工
場
。
生
産
台
数
月
問
一
万
台
。

＠
　
家
庭
用
電
機
工
業
１
ー
テ
レ
ビ
受
信
機
の
量
産
工
場
。
生
産
台
数
年
間
二
〇
万
台
。

◎
　
石
油
精
製
工
業
１
－
目
産
四
万
バ
ー
レ
ル
。

　
　
合
成
樹
脂
工
業
１
－
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
樹
脂
（
ポ
リ
マ
ー
）
を
月
産
一
千
ト
ソ
。

¢
　
合
成
繊
維
工
業
１
ー
ア
ク
リ
ル
ニ
ト
リ
ル
短
繊
維
を
日
産
三
〇
ト
ソ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
７
）

　
＠
　
硬
質
繊
維
板
工
業
１
ー
ア
ス
ブ
ル
ソ
ド
製
造
法
に
よ
り
年
産
二
万
ト
ソ
。

　
こ
れ
を
み
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
昭
和
三
三
年
と
い
う
高
度
経
済
成
長
期
以
前
の
段
階
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
工
場
観
模
は
日

本
で
も
有
数
の
生
産
設
備
を
も
っ
た
企
業
に
照
応
す
る
も
の
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
独
占
的
大
企
業
と
し
て
の
性
格
を
も
っ
も
の
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
独
占
的
大
企
業
と
し
て
の
工
場
立
地
と
い
う
論
理
が
考
察
の
底
流
に
あ
り
、
そ
の
か
ぎ
り
に
お
い
て
生
産
立
地

因
子
を
め
ぐ
る
諸
評
価
も
ま
た
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
措
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
が
以
上
の
こ
と
を
ふ
ま
え
て
、

さ
き
の
「
主
張
の
前
提
」
を
検
討
す
る
な
ら
ぼ
、
あ
る
業
種
の
独
占
的
大
企
業
に
と
っ
て
は
、
ど
こ
に
立
地
し
て
も
「
立
地
的
な
コ

ス
ト
の
差
は
決
し
て
大
き
く
な
く
」
な
る
よ
う
な
政
治
経
済
的
な
措
置
を
と
っ
て
い
る
と
い
う
別
の
表
現
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
っ
ま

り
独
占
的
大
企
業
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
そ
う
し
た
政
治
経
済
的
な
措
置
が
と
れ
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
「
工
業
の
立
地
が
広
い
選
択
」

の
範
囲
を
も
ち
う
る
の
で
あ
っ
て
、
資
本
規
模
を
無
視
し
て
、
あ
る
い
は
独
占
と
ア
ウ
ト
サ
ィ
ダ
ー
の
差
異
を
抜
き
に
し
て
、
工
業

立
地
の
範
囲
が
経
済
性
（
利
潤
率
視
角
）
を
抜
き
に
し
て
「
広
ま
る
」
と
い
う
わ
け
で
は
決
し
て
な
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
科
学
技

術
庁
資
源
調
査
会
「
勧
告
」
の
階
級
的
性
格
が
露
呈
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
以
下
三
点
に
わ
た
る
「
主
張
」
に
お
い
て
も
一
貫
し

　
　
　
中
京
工
業
地
帯
と
工
業
用
地
問
題
（
上
）
（
杉
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
五
（
八
七
一
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
五
号
）

一
七
六
（
八
七
二
）

て
い
る
。

　
さ
て
、
主
張
の
第
一
点
は
、
工
業
用
地
の
造
成
と
経
済
性
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
「
埋
立
地
造
成
政
策
が
発
展
し
た
基
礎
は
、
港
湾
の
整
備
と
い
う
公
共
事
業
の
裏
づ
げ
に
、
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
港
湾
の
整
備

と
い
う
条
件
か
ら
財
政
的
な
支
援
を
う
げ
て
埋
立
地
が
造
成
さ
れ
、
造
成
さ
れ
た
埋
立
地
に
工
地
を
誘
致
す
る
と
い
う
政
策
が
と
ら

れ
て
き
た
。
し
た
が
っ
て
、
必
ず
し
も
国
な
い
し
地
域
全
体
の
工
業
発
展
と
い
う
立
場
か
ら
工
業
立
地
が
考
え
ら
れ
た
も
の
で
た
い

と
同
時
に
、
埋
立
地
造
成
が
港
湾
整
備
と
い
。
う
財
政
的
支
援
に
よ
る
こ
と
が
多
い
た
め
に
埋
立
地
造
成
の
経
済
性
を
た
か
勾
る
努
力

に
欠
げ
る
き
ら
い
も
な
い
で
は
た
か
っ
た
。
臨
海
地
域
開
発
促
進
法
（
案
）
が
ね
ら
い
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
こ
の
星
立
地
に
立
脚
し

た
工
業
地
帯
の
整
備
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
埋
立
地
と
い
う
視
野
に
限
ち
れ
る
か
ぎ
り
、
新
た
な
工
業
立
地
の
動
向
に
即
応
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
埋
立
地
の
造
成
を
経
済
的
な
基
準
で
再
検
討
す
る
と
と
も
に
、
地
域
的
な
工
業
の
配
置
と
い
う
見
地
か
ら
内
陸
部
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
８
）

工
業
の
発
展
を
ふ
く
め
て
あ
ら
た
め
て
検
討
し
な
お
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
」

　
こ
の
主
張
に
は
か
な
り
の
間
題
点
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。

　
そ
れ
は
第
一
に
、
　
「
埋
立
地
造
成
が
港
湾
整
備
と
い
う
財
政
的
支
援
に
よ
る
」
も
の
で
あ
る
と
し
、
独
占
資
本
の
た
め
の
工
業
用

地
造
成
費
が
、
た
ん
に
地
方
財
政
の
「
用
地
造
成
費
」
と
い
う
項
目
以
外
に
、
国
お
よ
び
地
方
財
政
の
「
港
湾
整
備
費
」
な
ど
の
諾

項
目
を
含
ん
で
支
出
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
い
わ
ば
国
家
お
よ
び
地
方
財

政
資
金
の
支
出
に
よ
っ
て
、
工
場
用
地
を
最
終
的
に
取
得
す
る
独
占
的
大
企
業
の
資
金
支
出
を
肩
が
わ
り
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は

い
う
ま
で
も
な
い
。

　
し
た
が
っ
て
「
国
た
い
し
地
域
全
体
の
工
業
発
展
と
い
う
立
場
か
ら
工
業
立
地
が
考
え
ら
れ
た
も
の
で
な
い
」
こ
と
は
当
然
の
こ



と
で
あ
る
。
し
か
も
ま
た
、
私
的
所
有
制
を
基
礎
と
す
る
資
本
制
生
産
様
式
の
も
と
で
、
そ
う
し
た
「
国
な
い
し
地
域
全
体
の
工
業

発
展
と
い
う
立
場
」
か
ら
大
企
業
の
立
地
を
想
定
す
る
と
い
う
こ
と
を
背
景
と
し
た
問
題
指
摘
白
体
が
、
き
わ
め
て
観
念
的
か
つ
現

実
を
無
視
し
た
発
想
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。

　
そ
う
し
た
観
念
的
発
想
が
も
つ
欠
陥
か
ら
生
ず
る
論
理
的
帰
結
と
し
て
、
　
「
埋
立
地
の
造
成
を
経
済
的
た
基
準
で
再
検
討
す
る
」

と
い
う
一
」
と
に
な
る
の
だ
が
、
お
そ
ら
く
こ
こ
で
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
造
成
地
譲
渡
価
格
の
再
検
討
、
つ
ま
り
財
政
支
援
ぬ
き

の
造
成
費
に
一
定
の
利
潤
を
付
加
し
た
価
格
を
譲
渡
価
格
に
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
国
家
権
力

を
動
員
し
な
が
ら
国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
の
財
政
資
金
を
利
用
し
た
が
ら
、
埋
立
造
成
費
価
格
（
原
価
主
義
に
も
と
づ
く
か
ぎ
り
譲

渡
価
格
）
を
不
当
に
低
廉
化
し
て
き
た
独
占
資
本
の
蓄
積
運
動
を
か
ん
た
ん
に
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
　
「
国
な
い

し
地
域
全
体
の
工
業
発
展
」
を
観
念
的
に
計
画
し
て
も
、
そ
の
現
実
的
な
担
い
手
は
巨
大
た
独
占
的
大
企
業
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の

運
動
の
推
力
は
、
　
「
国
な
い
し
地
域
全
体
の
工
業
発
展
と
い
う
立
場
」
で
は
な
く
、
ま
さ
し
く
利
潤
、
独
占
利
潤
の
追
及
と
い
う
立

場
か
ら
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
資
源
調
査
会
の
第
一
の
主
張
が
全
く
観
念
的
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
た
く
、
む
し
ろ
独
占
的

大
企
業
の
行
動
様
式
（
利
潤
追
及
の
た
め
の
）
を
隠
弊
す
る
と
い
う
役
割
す
ら
果
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
資
源
調
査
会
が
主
張
す
る
第
二
の
点
は
、
工
業
誘
致
政
策
に
っ
い
て
で
あ
る
。

　
「
こ
れ
ま
で
の
工
業
誘
致
政
策
は
、
府
県
あ
る
い
は
市
町
村
が
主
体
と
な
っ
て
工
業
の
誘
引
を
行
っ
て
き
た
。
…
…
工
業
を
誘
引

す
る
に
急
な
あ
ま
り
に
、
個
々
の
企
業
の
要
求
に
耳
を
傾
げ
す
ぎ
る
場
合
に
は
、
地
域
な
い
し
都
市
の
発
展
を
乱
し
、
あ
る
い
は
偏

っ
た
も
の
に
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
工
場
が
従
業
員
住
宅
と
と
も
に
孤
立
し
て
都
市
の
発
展
の
中
に
消
化
さ
れ
な
い
異
質
の
も
の
と

し
て
残
る
こ
と
は
通
常
見
ら
れ
る
例
で
あ
る
。
地
方
自
治
体
の
工
業
誘
致
政
策
は
、
あ
く
ま
で
も
そ
の
地
域
の
基
本
的
た
計
画
に
の

　
　
　
中
京
工
業
地
帯
と
工
業
用
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間
題
（
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）
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杉
野
）
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３
９
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っ
と
っ
て
行
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
工
業
誘
致
の
た
め
に
基
本
的
計
画
を
乱
さ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

　
こ
の
第
二
の
主
張
で
は
、
二
つ
の
点
が
抽
象
的
で
か
つ
暖
昧
で
あ
る
。

　
そ
の
一
つ
は
、
　
「
地
域
な
い
し
都
市
の
発
展
を
乱
し
、
あ
る
い
は
偏
っ
た
も
の
に
す
る
」
と
い
う
表
現
に
つ
い
て
で
あ
り
、
他
は

「
地
域
の
基
本
的
計
画
」
と
い
う
こ
と
の
中
味
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　
ま
ず
第
一
の
点
に
っ
い
て
い
え
ば
、
わ
れ
わ
れ
が
「
地
域
や
都
市
の
発
展
」
と
い
う
の
は
、
一
っ
の
労
働
者
階
級
や
農
民
な
ど
の

立
場
か
ら
み
て
、
地
域
住
民
の
生
活
が
豊
か
に
な
り
健
康
が
守
ら
れ
て
い
く
こ
と
を
意
味
し
、
他
方
、
資
本
家
階
級
の
立
場
か
ら
す

れ
ぱ
、
資
本
蓄
積
運
動
が
十
分
に
展
開
さ
れ
、
そ
の
結
果
と
し
て
ビ
ル
や
工
場
が
立
地
し
て
い
く
と
い
う
捉
え
方
で
あ
る
。
っ
ま
り

「
地
域
や
都
市
の
発
展
」
を
現
象
的
に
で
は
な
く
、
そ
の
内
容
を
問
題
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
か
ぎ
り
で
は
、
地
方
財
政
の
収
支

の
内
容
や
地
域
に
お
げ
る
賃
金
・
物
価
水
準
、
あ
る
い
は
独
占
の
地
域
支
配
度
や
地
域
労
働
者
の
組
織
度
た
ど
も
間
題
と
さ
れ
ね
ぱ

た
ら
た
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
杜
会
科
学
的
視
点
を
欠
落
さ
せ
た
ぱ
あ
い
に
は
、
き
わ
め
て
現
象
的
た
か
っ
観
念
的
な
把
握
の
仕
方

と
な
り
、
た
と
え
ば
都
市
計
画
図
に
対
応
さ
せ
た
が
ら
工
業
地
区
、
商
業
地
区
、
あ
る
い
は
居
住
地
区
が
拡
大
し
て
い
く
こ
と
を
も

っ
て
、
　
「
地
域
の
発
展
」
と
理
解
す
る
結
果
に
な
り
か
ね
な
い
。
そ
の
点
か
ら
す
れ
ば
、
　
「
工
場
が
従
業
員
住
宅
と
と
も
に
孤
立
し

て
都
市
の
発
展
の
中
に
消
化
さ
れ
な
い
異
質
の
も
の
と
し
て
残
る
」
と
い
う
捉
え
方
と
そ
の
表
現
は
、
ま
さ
し
く
都
市
・
地
域
間
題

を
前
述
の
現
象
的
に
捉
え
る
「
発
展
」
論
に
陥
い
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
思
考
を
基
底
と
す
れ
ば
、
　
「
地
域
の
基
本
的
な
計
画
」
と
い
う
の
は
、
土
地
利
用
の
計
画
で
し
か
な
い
。
も
と
も
と
個

別
企
業
の
工
場
と
そ
の
従
業
員
住
宅
が
地
域
杜
会
の
中
で
、
あ
る
い
は
土
地
利
用
計
画
上
異
質
の
も
の
と
し
て
残
る
の
は
、
工
場
立

地
が
無
政
府
性
に
お
こ
た
わ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
ま
た
従
業
者
住
宅
の
孤
立
性
も
、
企
業
に
よ
る
労
働
者
の
管
理
方
式
の
一
環
と
し



て
生
じ
る
ぽ
あ
い
が
多
く
、
た
と
え
ば
君
津
市
の
「
八
幡
町
」
や
広
島
市
の
「
三
菱
団
地
」
な
ど
が
そ
の
例
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て

現
象
と
し
て
は
土
地
利
用
計
画
上
の
異
質
の
も
の
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
独
占
的
大
企
業
に
と
っ
て
は
、
そ
う
し

た
地
域
配
置
と
地
域
計
画
と
の
異
質
性
は
な
ん
ら
問
題
と
な
り
え
な
い
も
の
で
あ
る
。
大
企
業
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
安
い
土
地
を
購

入
し
て
杜
宅
を
集
中
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
い
わ
ぱ
労
務
管
理
の
延
長
線
上
に
お
い
て
世
帯
管
理
（
生
活
管
理
）
を
行
い
う
る
か
ら

で
あ
る
。
ま
た
自
杜
購
買
施
設
の
設
置
に
よ
り
、
賃
金
を
ぼ
即
時
的
に
回
収
す
る
こ
と
も
可
能
と
た
る
。
個
々
の
労
働
者
に
１
と
っ
て

は
、
低
賃
金
に
対
応
す
べ
く
そ
う
し
た
杜
宅
に
－
入
ら
ざ
る
を
え
た
い
し
、
副
次
的
に
と
は
い
え
自
杜
通
勤
バ
ス
（
こ
れ
自
体
労
務
管
理

と
一
体
で
あ
る
が
）
等
に
ー
よ
っ
て
、
職
住
問
の
交
通
問
題
を
一
応
解
消
さ
れ
る
こ
と
に
１
な
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
安
く
て
広
い
住
宅
用

地
が
必
要
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
か
ぎ
り
で
は
「
価
格
」
関
係
を
抜
き
に
し
た
地
域
の
観
念
的
な
土
地
利
用
計
画
と
「
異
質
性
」
を

も
っ
た
現
実
の
土
地
利
用
が
生
じ
て
く
る
の
は
資
本
制
生
産
様
式
の
も
と
で
は
必
然
的
な
の
で
あ
る
。
私
的
企
業
の
立
場
に
立
脚
す

る
か
ぎ
り
、
工
場
立
地
の
無
政
府
性
に
っ
い
て
は
と
も
か
く
、
そ
の
杜
宅
（
居
住
用
地
）
の
立
地
に
っ
い
て
も
、
地
域
や
都
市
の
基

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

本
計
画
と
は
異
質
の
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
え
た
い
。
も
し
こ
れ
を
一
致
、
も
し
く
は
同
質
的
な
も
の
と
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
私
的
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

企
業
の
論
理
に
照
応
し
た
都
市
計
画
や
地
域
計
画
を
、
地
方
公
共
団
体
が
作
ら
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

っ
と
極
端
に
云
え
ぱ
、
地
方
公
共
団
体
が
、
私
的
大
企
業
の
従
業
者
杜
宅
用
地
を
先
行
的
に
取
得
し
、
あ
わ
せ
て
そ
の
低
価
格
、
低

利
子
、
長
期
分
割
払
と
い
う
か
た
ち
で
大
企
業
に
提
供
す
る
と
い
う
方
式
を
採
用
せ
よ
と
い
う
こ
と
が
、
こ
こ
で
は
主
張
さ
れ
て
い

る
の
か
も
し
れ
た
い
。

　
工
場
立
地
や
住
宅
立
地
も
、
資
本
主
義
と
い
う
私
的
所
有
制
度
に
ー
立
脚
し
て
い
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
は
、
い
ず
れ
も
無
政
府
的
、

無
計
画
的
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
地
域
計
画
上
に
お
け
る
「
異
質
の
」
原
因
を
資
本
制
生
産
と
そ
の
立
地
上
の
特
殊

　
　
　
中
京
工
業
地
帯
と
工
業
用
地
問
題
（
上
）
（
杉
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
九
（
八
七
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
○
（
八
七
六
）

性
に
求
め
ず
、
個
別
企
業
や
個
人
の
責
任
に
転
稼
す
る
の
は
、
い
わ
ぼ
滑
稽
で
す
ら
あ
る
。
地
域
や
都
市
に
お
け
る
土
地
利
用
計
画

を
机
上
に
お
い
て
設
定
し
、
そ
れ
と
異
な
る
も
の
を
問
題
と
す
る
の
は
、
資
本
制
生
産
に
お
げ
る
立
地
の
無
政
府
性
と
い
う
現
実
を

把
握
し
な
い
非
科
学
的
な
態
度
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
主
張
の
第
三
点
は
、
企
業
の
立
地
政
策
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
ま
た
第
二
の
点
と
同
一
軌
道
上
の
問
題
が
あ
る
。

　
「
工
業
自
体
の
立
場
か
ら
み
る
と
、
原
料
・
土
地
・
水
・
輸
送
の
立
地
条
件
と
と
も
に
重
要
な
の
は
労
働
カ
で
あ
る
。
…
…
」
か

し
、
従
業
員
の
住
宅
は
通
常
孤
立
し
た
地
区
に
お
か
れ
て
お
り
、
都
市
の
中
に
融
合
し
に
く
い
性
質
を
も
っ
て
い
る
。
ま
た
、
大
体

の
場
合
、
単
な
る
住
居
を
提
供
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
…
…
工
業
の
側
か
ら
し
て
も
、
単
に
自
身
の
企
業
の
内
部
に
お
い
て
閉
さ
れ
た

コ
、
、
、
ユ
ニ
テ
ィ
を
移
成
す
る
こ
と
な
く
、
一
歩
す
す
ん
で
、
も
っ
と
全
般
的
に
計
画
さ
れ
た
地
域
な
い
し
都
市
の
な
か
に
従
業
員
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
０
）

住
宅
を
提
供
す
べ
き
で
あ
る
。
」

　
論
理
は
現
実
的
で
な
げ
れ
ば
な
ら
た
い
。
こ
の
第
三
の
主
張
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
誠
に
結
構
で
は
あ
る
が
非
現
実
的
で
あ
る
。

問
題
の
第
一
は
、
都
市
の
計
画
化
さ
れ
た
地
域
に
従
業
員
の
住
宅
を
提
供
す
る
と
き
、
そ
の
費
用
は
い
っ
た
い
誰
が
負
担
す
る
の
か
。

地
方
公
共
団
体
か
私
企
業
か
、
そ
れ
と
も
労
働
者
自
身
に
よ
っ
て
支
払
わ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
具
体
的
内
容
が
提
示
さ
れ
、

私
的
企
業
に
と
っ
て
「
有
利
」
と
判
断
さ
れ
た
と
き
に
の
み
、
地
域
計
画
と
私
的
企
業
の
行
動
と
が
一
致
す
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を

第
二
の
点
と
あ
わ
せ
て
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
す
た
わ
ち
、
『
勧
告
』
が
主
張
し
て
い
る
第
二
の
工
場
誘
致
政
策
も
、
第
三
の
企

業
の
立
地
政
策
も
、
と
も
に
現
実
の
杜
会
経
済
諸
関
係
を
無
視
し
た
観
念
論
の
域
に
と
ど
ま
っ
た
も
の
と
い
わ
ね
ば
た
ら
た
い
で
あ

ろ
う
。
も
っ
と
も
考
え
方
次
第
で
は
、
こ
の
『
勧
告
』
の
主
張
が
、
第
一
の
内
陸
工
業
用
地
の
造
成
に
対
す
る
諸
優
遇
措
置
の
配
慮

と
い
っ
た
点
も
含
め
て
、
大
企
業
の
論
理
に
照
応
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
、
現
実
性
を
も
っ
た
主
張
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。



し
た
が
一
て
・
こ
の
一
勧
告
一
が
い
っ
て
い
る
圭
ろ
の
工
業
立
地
政
策
の
転
換
と
い
わ
れ
る
も
の
は
、
次
の
二
点
に
要
約
で
き

る
。

す
な
わ
ち
・
内
陸
部
に
淳
る
工
業
用
地
造
成
に
っ
い
て
は
、
地
方
行
財
政
の
積
極
的
な
支
髪
す
べ
き
だ
と
し
て
い
る
こ
と
、

工
業
立
地
政
策
で
は
・
都
市
計
画
や
地
域
計
画
と
関
連
さ
せ
っ
っ
行
政
的
に
圭
定
の
配
慮
を
す
べ
き
だ
と
い
う
二
点
で
あ
る
。
そ

し
て
そ
の
い
ず
れ
集
・
既
に
み
て
き
た
よ
う
に
独
占
的
大
企
業
の
資
本
蓄
積
運
動
に
と
つ
て
こ
れ
を
利
す
る
勧
告
内
容
で
あ
つ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

愛
知
県
を
中
心
と
し
た
中
京
工
業
地
帯
に
お
げ
る
用
地
造
成
と
工
萎
皿
地
政
策
の
展
開
が
、
計
画
そ
の
も
の
に
お
い
て
も
、
ま
た

内
容
に
っ
い
て
も
・
独
占
的
大
企
業
本
位
の
も
の
で
あ
一
た
と
い
う
こ
と
は
、
高
度
経
済
成
長
に
先
行
す
る
時
期
に
お
い
て
す
で
に

明
ら
か
に
し
う
る
の
で
あ
る
。

（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）

（
８
）

（
９
）

（
１
０
）

（
ｕ
）

山
本
正
雄
編
『
日
本
の
工
業
地
帯
』
、
岩
波
新
書
、
昭
和
三
四
年
、
二
一
三
ぺ
ー
ジ
。

同
前
、
一
三
二
～
一
三
三
ぺ
ー
ジ
。

『
愛
知
県
地
方
計
画
書
』
、
第
一
巻
、
愛
知
県
、
昭
和
三
三
年
、
三
二
一
ぺ
ー
ジ
。

『
中
部
経
済
五
ケ
年
計
画
』
、
中
部
経
済
連
合
会
、
中
部
開
発
促
進
委
員
会
、
昭
和
三
二
年
、

同
一
削
、

同
一
則
、

同
一
則
、

同
一
則
、

同
前
、

同
前
、

同
一
則
、

山
ハ
ペ
ー
ジ
。

七
べ
ー
ジ
。

八
ぺ
－
ジ
の
「
貿
易
高
構
成
比
」

七
ぺ
ー
ジ
。

八
ぺ
－
ジ
の
「
貿
易
高
構
成
比
」

八
ぺ
ー
ジ
。

八
～
九
ぺ
ー
ジ
参
照
。

よ
り

よ
り

中
京
工
業
地
帯
と
工
業
用
地
問
題
（
上
）
（
杉
野
）

序
。

一
八
一
（
八
七
七
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
．
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
二
（
八
七
八
）

（
１
２
）
　
同
前
、
九
ぺ
ー
ジ
。

（
１
３
）
同
前
。

（
１
４
）
　
同
前
、
一
〇
べ
ー
ジ
参
照
。

（
１
５
）
同
前
。

（
１
６
）
　
同
前
、
一
〇
べ
ー
ジ
参
照
。

（
１
７
）
　
同
前
、
一
五
べ
ー
ジ
参
照
。

（
１
８
）
同
前
。

（
１
９
）
　
『
名
古
屋
市
将
来
計
画
要
綱
』
、
名
古
屋
市
、
昭
和
三
二
年
・

（
２
０
）
　
同
前
、
た
お
べ
－
ジ
数
は
付
さ
れ
て
い
な
い
。

一
肌
一
た
と
え
ぱ
佐
藤
竺
『
日
本
の
地
域
開
発
』
、
未
来
杜
、
昭
和
四
〇
年
、
八
八
～
八
九
ぺ
ー
ジ
参
穐

（
２
２
）
　
『
事
務
概
要
』
（
昭
和
五
〇
年
度
）
、
名
古
屋
港
管
理
組
合
、
四
ぺ
－
ジ
◎

（
２
３
）
　
同
前
、
一
一
ぺ
－
ジ
。

（
２
４
）
　
同
前
、
一
一
べ
－
ジ
参
照
。

（
２
５
）
　
『
愛
知
県
地
方
計
画
書
』
、
昭
和
三
三
年
二
一
月
、
愛
知
県
、
ニ
ハ
ベ
ー
ジ
・

（
２
６
）
　
同
前
、
同
ぺ
－
ジ
。

（
２
７
）
　
同
前
、
一
七
ぺ
ー
ジ
。

（
２
８
）
　
同
前
、
一
七
～
一
九
べ
－
ジ
。

一
・
。
一
同
前
、
八
五
べ
一
ジ
。
た
だ
し
、
「
埋
立
造
成
地
と
し
王
、
八
〇
四
万
坪
一
と
あ
る
の
は
・
内
陸
部
の
六
三
万
坪
を
差
わ
せ
た

　
　
面
積
で
あ
る
。

（
３
０
）
同
前
、
第
一
巻
、
九
五
べ
ー
ジ
。

（
３
１
）
　
同
前
参
照
。

（
３
２
）
同
前
、
第
一
巻
、
三
六
四
ぺ
－
ジ
。

（
３
３
）
同
前
。



（
３
４
）

（
３
５
）

（
３
６
）

（
３
７
）

（
３
８
）

（
３
９
）

（
４
０
）

同
前
、
四
九
ニ
ベ
ー
ジ
。

科
学
技
術
庁
資
源
調
査
会
『
中
京
工
業
圏
確
立
に
関
す
る
勧
告
』
、
昭
和
三
四
年
、
二
七
九
ぺ
ー
ジ
。

同
前
、
二
八
○
べ
－
ジ
。

同
前
、
六
七
、
七
六
、
八
四
、
九
一
、
一
〇
〇
、
一
〇
九
、
一
一
九
、
一
二
四
の
各
ぺ
ー
ジ
。

同
前
、
二
八
○
べ
ー
ジ
。

同
前
、
二
八
○
～
二
八
一
ぺ
ー
ジ
。

同
前
、
二
八
一
ぺ
ー
ジ
。

中
京
工
業
地
帯
と
工
業
用
地
問
題
（
上
）
（
杉
野
）

一
八
三
（
八
七
九
）




